予算要求資料
平成27年度3月補正予算　支出科目　款：農林水産費　項：農業費　目：農村教育推進費　　　
	事業名　新ぎふジビエサミット推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　農政部　農村振興課　鳥獣害対策室　鳥獣害対対策係

　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内3176）　
E-mail： c11427@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額 　　10,000千円（現計予算額：　　0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正
要求額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000

	決定額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・中山間地域農業を守り維持していくためには、鳥獣害対策は不可欠である。

・単に守るだけではなく、防護と捕獲を一体的に推進し、捕獲した個体を「ぎふジビエ」として販売していくことで、中山間地域の農家所得の向上や地域活性化に繋げる取組とする。

・ＴＰＰ初年度である、平成２８年度に中山間地域の農業を守り、また、より活性化させる「岐阜県型の中山間地域の農業活性化施策」として、全国に発信し５年先、１０年先も中山間地域の農業が継続していけるようぎふジビエサミットを開催する。

・本サミットを一過性の盛り上がりに終わらせず、開催地を変え毎年継続的に行う必要がある。

（２）事業内容

○狩猟学校
　若い世代に関心を持たせ、捕獲者確保に繋げるため、キャンプスタイルのワークショップ型イベントを開催

○鳥獣被害対策フォーラム
　県が取り組む鳥獣害対策に関する基調講演、取組事例紹介を行うイベントを開催

〇ぎふジビエ祭り

　ぎふジビエ料理を一同に集め、一番美味しいぎふジビエ料理を決めるコンテストを開催

〇その他

　ステージイベントとしてＭＡＴＡ着コレクションと題し、狩猟の際に身に付ける作業着のファッションショーをデザイン課のある高校等と連携しし実施する。
（３）県負担・補助率の考え方

岐阜県型の中山間地域の活性化施策を県内外にＰＲするため、県が費用を全額負担し実施する。
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	113
	企画審査員への謝礼　等

	旅費
	335
	業務旅費、費用弁償

	消耗品費
	2,411
	事務用品、獣肉代

	役務費
	80
	郵便料

	使用料
	581
	委託事業の実施に伴う企画審査の会場代　等

	委託費
	6,480
	狩猟学校、ぎふジビエ祭り　等

	合計
	10,000
	


	　決定額の考え方　




（１）各種計画での位置づけ

　　　岐阜県鳥獣被害対策本部において協議。

（２）国・他県の状況

　　・国レベルでは日本ジビエ振興協議会が中心となり、全国的なジビエのＰＲ活動を実施。

　　・各道府県においては、各々解体処理に係る衛生ガイドラインを策定し、消費フェアの開催等、自県産ジビエの消費拡大を図っている。

（３）後年度の財政負担

　　　平成３２年度に必要な見直しを行う。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	中山間地域の農業を守り発展させるため、鳥獣害対策を行うだけでなく、防護と捕獲を一体的に推進し、捕獲個体を「ぎふジビエ」として販売することで、中山間地域の経済の活性化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ぎふジビエサミット参加者
	0
（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	500人
（H32）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　ジビエの利活用を消費者や実需者に広く知らしていくことは、捕獲された野生鳥獣の有効活用につながるため、当該事業の必要性は高い。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	（評価）


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　食用として捕獲できる技術を持つ捕獲者の確保、人材育成が必要。
　


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　開催地を変え、開催地の特色を活かしたぎふジビエサミットを開催し地域の情報を全国を発信する必要がある。



